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中国日本商会
調査委員会

「中国経済と日本企業2019年白書」建議作成にかかる
アンケートのお願い

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申しあげます。
　さて、昨年に引き続き「中国経済と日本企業2019年白書」の建議作成にあたり、以下のとおりアンケートへのご協力をお願いいたします。
　貴社が現在直面している制度・運用上の問題点および要望を別紙アンケート回答用紙の関連する項目欄にご記入下さい。記入に当たり別紙の注意事項にご留意いただきますようお願いいたします。また、各分野の執筆者より記入いただいた内容について直接お問い合わせさせていただく場合もある点ご了解願います。
　ご多用のところ誠に恐れ入りますが、何卒よろしくお願い申しあげます。

敬具

＜回答期限＞ 10月26日（金）必着
＜回答先Eメール＞中国日本商会
　担当：渡辺　watanabe_taiichi@postbj.net 


～アンケート記入時の諸注意～


（１）別紙回答用紙の１．建議の内容にある「改善/継続/新規」および「分野」はプルダウン式の選択になっています。以下の選択肢から回答を選んでください。

	改善/継続/新規

	1.改善･･････････････2018年の白書に記載の建議のうち、改善がみられたもの
2.一部改善･･････････2018年の白書に記載の建議のうち、一部は改善がみられたが、引き続き改善が求められるもの
3.継続･･････････････2018年の白書に記載の建議のうち、引き続き改善が求められるもの
4.新規･･････････････新たに適すべき要望
5.建議止めるべき････2018年の白書に記載の建議のうち、建議として不適切と考えるもの

	

	分　野
	

	01.貿易
02.投資
03.競争法
04.税務・会計
05.労務
06.知的財産権
07.省エネ・環境
08.技術標準・認証
09.物流
10.政府調達
11.業界固有の課題
12.地域固有の課題
13.その他
	



「分野」で“11.業界固有の課題”を選択した場合は、「業種」欄もご記入ください。
　「改善」「一部改善」「継続」「建議止めるべき」を選択した場合は、2018年白書で該当する建議が掲載されているページ数と建議の番号を記入してください。
（２）「関連法令・制度等」あるいは「所轄する機関・部署」のいずれか一方は必ずご記入ください。複数の制度や部署の記入も可能です。

（３）「課題」および「改善要望」は簡潔かつ具体的な記述をお願いします。
・具体的にどのようなトラブルが発生しているか
・政府にどのような対応を求めるか
・要望の実現によって中国にどのようなメリットがあるか
・日本やグローバルスタンダードと言える事例はどのようになっているか
などを挙げていただくと執筆者が説得力を持った建議を作成することにつながります（アンケート回答フォームの記入例をご参照ください）。

（４）2018年版白書では、

	1 近代的な市場体系の完備
秩序ある競争の行われる市場体系の建設のため、公平競争の障害となっている各種制度の見直し、国内企業と外資企業への公平な待遇、知的財産権制度の一層の改革を要望する。
2 行政管理体制改革の深化
法治政府・サービス型政府の建設のため、行政手続きの簡素化・迅速化、許認可・認証の大幅な廃止を要望する。併せて、制度の運用・解釈の統一や制度変更の際の十分な準備期間の確保を要望する。
3 全面的開放に向けた新枠組みの完備
経済のグローバル化に適応するため、製造・サービス業分野での外資参入制限の一層の開放、グローバルスタンダードのさらなる採用を要望する。



の3点に建議の要素を整理しています。これは「第13次5ヵ年規画および第12期全国人民代表大会第5回会議政府活動報告」に沿ったものであり、これら要素を意識した建議は、中国政府の政策方針と相性のよいものと思われます。

（５）１．建議の内容は、6項目まで記入できるように欄を設けておりますが、7項目以上の提出を希望する場合は、同じファイルに欄を追加するのではなく、別ファイルを作成し、ご提出ください。
以　上
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